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地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1491400097

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人　一燈会

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和6年5月9日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 令和6年3月29日

事業所名 グループホーム　はなの里

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和6年3月29日

事　業　所　名

（ 〒259-0143

名

名

18 名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームはなの里

登録定員

通い定員

神奈川県足柄上郡中井町北田414　　

宿泊定員

定員　計

令和6年5月10日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和6年3月19日

令和5年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成25年11月1日指 定 年 月 日

社会福祉法人　一燈会

1491400097
平成25年11月1日

令和6年5月9日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、社会福祉法人一燈会の運営です。同法人は、神奈川県西部の足柄地域(開
成町・中井町・二宮町)を中心に､介護福祉サービス・障がい者福祉サービス・保険外リハビ
リテーション・病児保育・農業(就労支援）などの多岐に亘る事業を展開しており、神奈川
県西部の足柄地域(開成町・中井町・二宮町)において、福祉事業の中核をを担っています。
介護事業では「特別養護老人ホーム・介護老人保健施設養・グループホーム・特定施設入所
者生活介護・サービス付き高齢者向け住宅・介護付き有料老人ホーム・住宅型有料老人ホー
ム・通所介護・認知症対応型通所介護・ショートステイ・訪問介護・定期巡回随時対応型訪
問介護・訪問リハビリテーション」があり、利用者のニーズに合わせて、入所系サービスか
ら在宅系サービスまで幅広く展開しています。ここ「グループホームはなの里」はJR東海道
線「二宮駅」から20分程バスに乗り「北田」停留所下車して3分程の場所にあります。
●法人では「生きがいある人生に、挑む」を使命(ミッション)とし、事業所では利用者一人
ひとりの自立支援は勿論のこと、「生きがいを支援する介護」に注力したケアサービスの提
供を行っています。職員は利用者に寄り添い、会話の中から、その人の「思い」＝「生きが
い」を把握し、介護計画とは別に「生きがい支援シート」を作成して、実現するために必要
な支援は何かを模索しながら、日々の生活の中に必要な支援を取り入れ、一人ひとりの生き
がいを持ち続けながら、生活を営んでいただけるように支援しています。
●事業所では、認知症対応型ショートステイの受け入れを始めてから8年が経ちましたが、
定期的に利用申し込みもあり、ショートステイの利用から、グループホームの入居につなが
るケースもあります。利用者と家族にとっても、通いなれた場所、顔馴染みの職員がいるこ
とら、安心にもつながっており、家族・利用者・事業所の双方にとってメリットになってい
ます。

山や川が近くにあり、はなの里の直ぐ近くの小川には、蛍が毎年訪れ、自然豊かな場
所にあります。敷地内には、畑があり一年を通して、野菜を育て、育てた野菜を収穫
し皆で召し上がります。その他にも室内にも、多くの植物や生き物を育てています。
地域交流では、町で開催されている認知症カフェに積極的に参加しています。近隣の
市町村では、ほとんど行っていない、グループホームでの、ショートステイを行って
います。 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　はなの里

1階　ユニット

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

感染症対策の徹底を行いながら、可能な限り外出な
どの機会を設け、地域との関わりも持てるようにし
ている。
役場主催の、なかいほっとカフェ（認知症カフェ）
に毎月積極的に参加し、地域との交流を深めてい
る。

感染症対策を講じながら、外出機会を設け、散歩時
に近隣の方と挨拶を交わしたり、町役場主催の認知
症カフェ(中井ホットカフェ）に参加するなどして、
積極的に交流を図っています。管理者は、役場主催
の認知症サポーター養成講座に出席するなどして、
地域資源として、町に還元できることは積極的に関
わっていきたいと考えています。コロナウィルスが5
類に移行した為、保育園児との交流会を再開する予
定としています。

今後の継続

町で定期的に開催される、認知症カフェに参加し、
認知症の勉強会の開催や、地域住民の認知症や介護
の相談援助を行っている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

普段の業務の中から、理念を意識できる取り組みを
行っている。毎月スタッフの目標設定の中に、理念
に関する目標設定を取り入れている。毎月、その月
で理念を踏まえ輝いていたスタッフを表彰する制度
を設けている。他、毎年1回法人全体で理念に対する
取り組みを伝え、表彰する取り組みを行っている。

法人の「生きがいある、人生に挑む」使命(ミッショ
ン)を踏まえて、事業戦略を立てています。管理者は
介護の生産性を高め、利用者と関わる時間を増や
し、法人の使命(ミッション)の実現に向けて取り組
むことを目標としています。毎月、理念に則った支
援を実践し。輝いていた職員を発表しています。

今後の継続

施設での日々の取り組みや活動状況を報告してい
る。又会議参加者からの貴重なご意見も参考とし、
サービス向上へと繋げている。

今年度までは書面開催とし、次年度から対面開催に
切り替える予定としています。現状では、家族代
表・大家・中井町役場・包括支援センターに、事業
所の現状や活動状況、事故・ヒヤリハットなどを纏
めた書類を郵送しています。書面開催のため、直接
意見などをいただくことはありませんが、何かあれ
ば電話で意見などをいただくようにしています。

今後の継続

町役場へ立ち寄った際には、施設での状況報告を行
うようにしている。困った事・相談したい事等が有
る際には協力を求め、積極的に関わりを持つように
している。市町村からの電話相談なども行えてい
る。認知症カフェ開催の時には、役場職員より相談
を受けることがある。

管理者は、中井町ホットカフェに参加しており、そ
の際に、中井町役場の職員、地域包括支援センター
職員、社協の職員とも顔を合わせており、その際
に、事業所の実情を報告するなどして、協力関係も
構築できています。事業所で判断に迷う事案があれ
ば、担当者に相談するなどして、助言を求めていま
す。また、生活保護受給者の受け入れを行っている
関係で、担当者とも情報共有を行っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

事業所内での虐待が見過ごされないように伝達や注
意をこまめに行ない防止へと努めている。定期的な
勉強会の実施。

入職時のオリエンテーションで、高齢者虐待に関す
る研修を行っています。入職後YouTubeなどを活用し
て年2回高齢者虐待防止研修を行っています。研修で
は、利用者の尊厳など、基礎的なことを理解したう
えで、本質の研修に入るようにしています。動画視
聴後には、動画視聴研修報告書の提出を義務付け、
参加者及び学びを個々に提出することで、習熟度を
把握しています。30項目からなる虐待の芽チェック
リストを用いて自己点検も実施しています。

見守りが出来ない状況であったり、脱園・行方不明
などの可能性がある場合は、やもえず玄関の施錠は
させていただくが基本的には施錠は行なってはいな
い。リビングの出入り口は必要時以外は開放するよ
うに努めている。　職員への身体拘束をしないケア
についての知識・理解・教育を行っている。

入職時のオリエンテーションで、身体拘束に関する
研修を行っています。入職後も年2回身体拘束防止研
修を行い、YouTubeなどを活用して、具体的な行為や
定義について学び、理解を深めています。3ヶ月に1
回身体拘束適正化委員会を開催し、事例を用いた話
し合いや、意見交換が行われています。身体拘束適
正化委員会で話し合った内容は、全職員に内容周知
を行うと共に、事業所において身体拘束の必要性の
ある利用者の有無、グレーゾーンについても確認し
ています。

今後の継続

事業所内での勉強会や資料の共有などは行えてい
る。

利用者家族等の不安・疑問点へは十分な説明・理
解・納得できる様努めており、了承を得てから安心
してサービスの利用ができる様にしている。

今後の継続

利用者へは日々ご要望に沿えるよう支援・サービス
を行うよう努めており、ご家族様へは、来園時や、
スマートフォンのラインアプリを活用し、密にコ
ミュニケーションを取り、ご家族様の想いを把握で
きるよう努めている。

家族からの意見や要望は来訪時や電話・メール・
LINEなど、様々な方法で意見・要望を伺うようにし
ています。現在は、後見人の方を除く全家族とLINE
で連絡を取り合っており、時には、写真や動画など
も交えながら、家族に近況報告を行うなどして、家
族に安心してもらえるように工夫しています。

今後の継続
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期待したい内容

自
己
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

法人内で、オリエンテーションや研修をオンライン
を活用し実践している。法人の広報を活用し、各事
業所の取り組みやサービス、スタッフの想いなど共
有できるようにし、サービスの質の向上に努めてい
る。

職員の働きやすい環境を整え、職員個々とコミュ二
ケーションをとり、困っている事や悩みを抱えてい
ないか把握に努めている。毎月、スタッフのやりが
い目標に対して、面談する機会を設けている。職員
同士が、把握出来るよう、職員のやりたい事や、燃
える事など想いを事務所に掲示して、いつでも皆で
共有できるようにしている。

ワクワクシート(人事考課シート) に、業務目標・個
人目標の他、個々の得意・やりたいことを含めて目
標設定を年度初めに行い、職員各々が業務目標・個
人目標を達成できるよう、施設長やユニットリー
ダーが面談を行い、アドバイスしながら、目標を達
成できるようフォローしています。また、法人で
は、職員からの希望に応じて職場異動なども受け入
れており、職員が福祉に対する興味・関心を持ちな
がら働けるように支援しています。

今後の継続

法人内でキャリアアップ制度を導入し、個々にスキ
ルアップできる環境を整備いている。　7つの習慣
を、法人内で定期的に学ぶ機会を設けている。定期
的に、外部やオンライン研修の案内を行っている。
協力医療機関からのお誘いで、定期的に勉強会に参
加している。

入職時のオリエンテーションで、介護知識・技術・
身体拘束・高齢者虐待・接遇・個人情報保護・認知
症ケア・倫理・法令順守について研修を行っていま
す。入職後も、毎年作成している年間研修計画に基
づき、YouTubeを活用して、様々な動画視聴研修を行
い、視聴後には研修レポートの提出を義務付け、理
解・習熟度を確認しています。「ワクワクシート」
にて、自己分析や個人目標を立てており、毎月振り
返りながら、スキルアップにつなげています。

今後の継続

こまめに職員と関わる時間を設け、コミュ二ケー
ションを計り、意見や提案をサービスへ反映させる
ようにしている。

職員からの意見・提案は、ユニットリーダーが中心
となって、職員から話を聴き、ユニット会議の議題
にあげ、他の職員の意見を踏まえたうえで業務やケ
アに反映させています。ユニットリーダで判断でき
ない場合に施設長へ報告し、結果をユニット会議で
報告しています。職員から希望があれば随時、施設
長は個別面談に応じています。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人の困っている事・不安なこと・要望等に対
し、安心して利用していただける様に耳を傾け関係
づくりに努めている。本人の不安を少しでもなくし
ていくために、人員体制を厚くするなどして、関り
が多く持てるようにしている。
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族様にも安心して利用していただけるようにい
つでも相談できるような関係作りに努めている。ま
たお客様とご家族様との関係回復ができるようにも
注意をはらっている。

状況把握を必ず行い、自事業所だけではなく、他
サービス利用も含めた対応に努めている。ご利用前
に、他のサービスについて、他のサービスの案内や
ご家族様の要望をお聞きするようにしている。

馴染みの関係が途切れる事無く開かれた環境作りを
している。定期的に、電話や、テレビ電話、LINEア
プリを活用して写真や動画を送ることによって、継
続して関りが持てるようにしている。手紙や電話な
どでも繋がりが保てるようにしている。

利用者にとって一番の馴染みは家族や親類であるこ
とから、入居後も気兼ねなく面会に来てくださいと
声かけしています。現在は、事前に連絡を入れてい
ただいてから面会に来ていただくようお願いしてい
ます。利用者から要望があれば、電話の取次ぎ、手
紙の遣り取りが出来るよう支援しています。また、
個別対応で行きつけだったお店にお連れするなどし
て、馴染みの人や場所との関係が途切れないよう支
援しています。

今後の継続

一方の関係ではなく、暮らしを共にする者同士の関
係を築き、共に支え合う暮らしを築いている。

本人とご家族様の絆を大切にし、ご家族様とご一緒
になってお客様本人を支える関係を築いている。
LINEアプリを活用することにより、テレビ電話や、
普段の様子を動画で送る事で普段の様子が分かり易
くなっている。また、連絡が気軽に出来やすい環境
となっている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

個々の利用者の性格や状態を把握していき、利用者
の方が他の利用者の方と良好な関係が保てるよう、
職員同士情報の共有を行いながら実行敷いている。

本人の希望や意向を全職員で把握し、可能な限り実
現できる様努めている。又ご家族様にもご相談し本
人の希望に添えるよう支援している。

入居前の事前面談で「バックグラウンドアセスメン
トシート」を記入していただき、その方の生い立
ち・生活歴・既往歴・趣味嗜好品などに関する情報
を握し、支援につなげています。法人として取り組
んでいる「生きがいプロジェクト」でも、その人の
「思い」＝「生きがい」を把握し、介護計画とは別
に「生きがい支援シート」を作成しており、実現す
る為に必要な支援は何かを模索しながら、日々の生
活の中に取り入れています。

今後の継続

生活歴や馴染みの暮らし方・生活環境を含め、本人
の背景を理解し、今までの生活環境に近い、安心し
た暮らしができる様に、入居前に情報収集を行い、
普段のケアに活かしている。

サービス終了後も断続して相談や支援等、関係性を
築いている。お手紙のやりとりや困った時の電話相
談なども出来ている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日頃から細やかな情報も職員間で共有するように努
め、月に1度の個別カンファレンスを行い状況把握に
努めている。普段の小さな気づきなど、経過記録に
記入し、全体で共有できるようにしている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

日々の様子、ケアの実践・結果、気付き等の工夫を
記録システムや個別サービス週間記録に記入して情
報の共有化を計り、介護計画の見直しに活かしてい
る。

ニーズ・状況に多機能に応じ、柔軟な支援やサービ
スに努める為、小まめに、本人、ご家族様と連絡を
取り、相談しサービスがマンネリ化せず、いきがい
を感じて頂けるよう努めている。

ご本人・ご家族様のご希望も含め必要関係者とも連
携し意見やアイディアを反映し現状に即した介護計
画の作成に努めている。1人1人の「生きがい」に関
して、ご本人、ご家族様の協力を得ながら把握して
いき、プランに盛り込んでいる。

入居時のアセスメントで得られた情報を基に初回の
介護計画を作成し、3ヶ月間は様子を見ながら、
ADL・IADL・精神状態などに関する情報を収集し、必
要に応じて見直しを行っています。その後は、短期
は6ヶ月、長期は1年を基本としていますが、状態の
変化に応じて都度見直しを行っています。入居時
に、家族として援助していきたいことも伺ってお
り、家族にも協力していただきながら、チームとし
て支援を行っています。

今後の継続

自然の豊かな地域にある為、自然豊かな公園に、散
歩などに出かけ、季節かや自然が楽しめる機会を設
けている。

事業所のかかりつけ医を本人様・ご家族様も信頼し
ており、必要時には適切な報告・相談を行い、連携
をはかっている。かかりつけ医が本人、ご家族に対
して直接、相談や状況説明等を受けやすい環境を整
えている。

入居時に事業所の提携医療機関を説明し、家族の意
向を尊重して主治医を決めていただいています。事
業所の協力医療機関に変更した方は、月2回の訪問診
療を受診しています。歯科医は必要な方のみ契約
し、口腔ケアや治療などの処置を受けています。週1
回の訪問看護師には、利用者の健康管理や爪切りな
どの処置をお願いしています。事業所ではオンコー
ル代行業者(ドクターメイト）と契約しており、日中
や夜間を問わずいつでも相談できる体制を整えてい
ます。(電話・写真・動画で報告)

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

お客様の身体状況について、訪問看護師に相談し、
必要な処置・対応がスムーズに行えるようにし、よ
り安心して生活ができる様に支援している。

入院した際には、相互に情報交換や相談に努め、ご
家族様も含めた連携をする体制、関係作りをしてい
る。入院期間は一応１ヶ月と定めてはいるが要相談
で対応。ご家族様の不安がないよう次施設の紹介な
ども行えている。可能な限り、今後の方向性や支援
について、施設、家族、病院とで話し合える場を設
けている。

利用者が災害時に避難できる方法を全職員で共有し
ている。定期的な避難、消防訓練を実施している。
地域との協力体制は築いている。

年2回の避難訓練では、火災・地震・水害を想定し、
水消火器を使用しての消火訓練・避難誘導・垂直避
難を実施しています。訓練終了後には、ミーティン
グ開催し、振り返りと反省を行っています。備蓄品
は米、飲料水、食糧品(レトルト食品・缶詰類・乾
麺・冷凍食品）、LEDランタン・モバイルバッテ
リー・シガーソケット・発電機・懐中電灯、乾電
池、ラジオ、衛生用品などを準備しています。BCP計
画の策定も完了しており、職員に対して研修も行っ
ています。今後は、水道・電気・ガスを止めての実
践的な訓練を検討しています。

今後の継続

ご家族様・主治医等を含めたチームで支援できる様
に、事前に話し合いの場を設け、ケアを行ってい
る。

契約時に「重度化した場合の指針」に基づき事業所
の方針について説明を行い、同意書を取り交わして
います。重篤化した場合には、主治医から家族に話
しをしてもらう機会を設け、今後の方針について話
し合っています。今年度は看取りはありませんでし
たが、終末期には、家族にとっても後悔のないよ
う、同じ空間で寝泊りして過ごせるように支援して
います。

今後の継続

急変時や事故発生時に備えてフローチャートを作成
してある。各、利用者に対して、緊急時用の情報
カードを作成し、緊急事態に備えている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

業務が優先して動くことのないようにし、お客様第
一優先で、関りを持っていけるよう、意識をしてい
る。食事時間や就寝時間なども、利用者個々のペー
スに合わせ過ごしていただいている。

毎日自分の気に入った洋服を見につけていただいて
いる。又月に一度法人内の訪問美容師に髪を散髪し
て整えてもらったり、ご希望があればネイルやお化
粧もして頂ける環境を整えている。

一人一人の人格を尊重し、尊厳をもって生活できる
様、言葉かけやプライバシーに配慮した支援を行
なっている。年２回の防災訓練も行えている。

入職時には接遇・個人情報保護・認知症ケア・個人
情報保護・倫理・法令順守について研修を行ってい
ます。年間研修でも、接遇・プライバシー・個人情
報保護・認知症ケア・倫理・法令順守に関する研修
を実施し、知識や理解を深めながら、利用者の尊厳
や自尊心を傷つけることのない対応を心がけていま
す。さらに、接遇目標を立て、毎日接遇目標ルー
ティンチェック表で振り返りを行っています。その
際、接遇目標に対しての理由や動機を職員に周知徹
底しています。

今後の継続

本人のやりたいこと、できることを、情報シートに
落とし込み、毎月更新し、意識して取り組んでい
る。また、経過記録を活用し情報を共有しながら、
タイムリーに想いや希望が叶えられるように努めて
いる。

盛り付けやお皿洗いや片付けを職員と共に行ってい
る。個別に食べたい物は、購入して頂き、可能な限
り自由に好きな物を召し上がって頂いている。イベ
ントの際は、手伝って頂き季節感感じて頂いてい
る。畑で採れた野菜など漬け物や希望をお聞きし共
に調理師やりがいを感じて頂いている。

配食サービスを利用しており、食事はほぼ完成され
た状態で届くようになっており、味噌汁とご飯は事
業所で準備しています。家族の好意で野菜(じゃがい
も・玉ねぎ・長ネギ)を植えてくださっており、収穫
した野菜を使用した料理を提供することもありま
す。嗜好品については、ネットスーパーを利用し
て、利用者の食べたい物や飲み物を購入していま
す。広い敷地を活用して、BBQや石焼き芋をやること
もあります。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後に一人一人の口腔状態に応じ、声掛け、介助
により口腔ケアの実施に努めている。又法人内の訪
問歯科により、月２回の口腔ケアにも努めている。

トイレでの気持ちよい排泄ができる様に一人一人に
合わせた、声掛け・トイレ誘導を行い、自立に向け
た支援を行なっている。

利用者全員の排泄表をつけ、一人一人の排泄パター
ンの把握に努めています。時間やタイミングを見計
らった声かけにより、出来る限りトイレで排泄を促
すことで、排泄の機能的自立を損なわないよう心が
けた支援に努めています。失敗が続いた時などは、
ユニット会議やカンファレンスで適した排泄支援方
法を検討し、トイレでの排泄につなげられるように
支援しています。

今後の継続

お客様に合った食事形態、盛り付け、味付けにして
栄養バランスに配慮した食事を一人一人の状態や習
慣に応じた支援をしている。

一人一人の状態に合わせ、便秘の際には水分をとっ
て頂いたり、飲み物にオリゴ同を入れるなどして自
然排便を促がすようにしている。又こまめな運動・
マッサージを行うように努めている。

入浴のできる日には、個々の希望やタイミングに合
わせ無理のない声掛けをして入浴を促がし、個々に
応じた入浴の支援に努めている。

週2回の入浴を基本とし、本人の希望に応じた入浴支
援を心がけながら、身体の清潔保持に努めていま
す。入浴前には必ずバイタルチェックと本人の意向
を確認し、無理強いすることなく、気持ちよく入浴
していただけるよう促しています。時には気分を変
えて入浴剤や、季節の湯も取り入れながら、楽しん
でいただけるよう支援しています。重度化した方で
も、職員2名対応で浴槽に浸かっていただけるように
しています。入浴後には保湿クリームを塗布して、
肌乾燥対策を講じたり、水分を摂取していただくよ
うにもしながら、脱水症状にならないよう注意して
います。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

一人一人の生活習慣やその時々の状況に応じて安
眠・安心が出来るようにさりげなく支援している。
日中やりがいや楽しみを持って活動できる取り組み
を考えていき、夜安心して休める環境を整えていき
ます。自由な生活を重視して必要な方のみ起床・就
寝介助などをさせていただいています。

個々で服薬している薬の目的や副作用や用法・用量
は薬局から頂いている内容表を管理して常に細心の
薬内容がわかるようにしている。薬剤師に相談や指
導を受ける環境が整っている。

現状、職員がお金の管理をさせていただいており、
実際にお客様が支払い・所持をする機会は少ない。

理念でもある、お客様の「生きがい支援」を日々考
え、楽しく、生きがいが感じられる生活がサポート
出来るよう日々取り組んでいる。

ご本人のご希望に添い、戸外に出かけられるよう支
援している。　又ご家族様にも相談して協力しなが
ら外出できる様支援している

感染症防止策を講じたうえで、天気や気候の良い日
には川沿いを散歩したり、テラスで育ててる花のお
世話、畑の手入れ、ホーームセンター、行きつけ
だった酒屋で買い物にもお連れしています。また、
季節に応じた外出(花見・紫陽花見学など)や夏には
敷地内で花火を楽しんだり、すぐそばの川に訪れる
蛍見物なども行っています。また、家族が来訪した
際に、一緒に外食や外出されている方もいます。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

手紙や電話での連絡があった場合などはご本人が返
事の手紙を書いたり、電話で話したりできる様に支
援している。スマートフォンのラインアプリを活用
し、テレビ電話や画像、動画のやり取りをご家族様
等と行い、交流が持てるようにしている。

居室には馴染みの家具や用品を持ち込んでいただ
き、ご本人が居心地良く、安心して過ごせるように
している。

居室は、畳の部屋とフローリングの部屋がほぼ半々
の比率になっており、利用者の好みや生活スタイル
に合わせた居室で生活していただくことができるこ
とも事業所の特徴の一つです。仏壇・遺骨固定電
話・テレビ・机・椅子など、様々な物が持ち込ま
れ、思い思いに過ごせる居室づくりがされていま
す。また、ADLの低下などで危険が生じる場合は、家
族に相談して家具などの配置を変えることもありま
す。

今後の継続

安全に配慮してひとり一人が自立した生活を送れる
様に工夫を行なっている。利用者ごとに、やりたい
こと、できる事を把握し、役割として行って頂いて
いる。

余計なものは置かないようにして不快や混乱を招か
ないように配慮し、居心地よく過ごせるように毎日
掃除を行ない、清潔な環境づくりをしている。又玄
関・共同スペースには季節を感じる飾りつけを行
なっている。

リビングは皆が集まって過ごす空間であることか
ら、日々の整理整頓・清掃は欠かさず行っていま
す。採光・室温・湿度の管理は職員によって行わ
れ、適度な明るさ、快適な室温が維持されていま
す。また、観葉植物や、中井町の川に住む魚(エビ・
タナゴ)、ウーパールーパー・亀・金魚・メダカな
ど、様々な生き物を飼育しており、利用者の癒しに
なっています。また、年1回のワックスがけや、毎月
清掃業者に依頼して大々的に清掃を行うなど清潔な
空間の保持に努めています。

今後の継続

気の合うお客様同士で思い思いに過ごせるように職
員が常にお客様の関係に目を配り、時にはそのよう
な状況を演出している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 35
災害に対する知識が不
足している

災害の知識を深め、災
害発生時に柔軟に対応
が出来るようにしてい
く

1年間

2 38
もう一度、お客様1人1
人の生きがいについて
考える必要がある

お客様の生きがいにつ
いてもう一度も直し、
行動に移す

1年間

3 7
虐待防止についてより
理解を深める必要があ
る

高齢者虐待について理
解を深める

1年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

避難確保計画や、災害
時のBCPの見直しを行
い、実際災害が発生し
た時に活用しやすいも
のにする。

お客様、ご家族様に、
生きがいについてヒヤ
リング。職員目線の考
えになっていないか、
話し合いの場を定期的
に設ける。

定期的な、勉強会や意見交
換会の実施

目　　標

グループホーム　はなの里

令和6年3月29日

社会福祉法人　一燈会
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　はなの里

 ユニット名 2階　ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

感染症対策の徹底を行いながら、可能な限り外
出などの機会を設け、地域との関わりも持てる
ようにしている。
役場主催の、なかいほっとカフェ（認知症カ
フェ）に毎月積極的に参加し、地域との交流を
深めている。

町で定期的に開催される、認知症カフェに参加
し、認知症の勉強会の開催や、地域住民の認知
症や介護の相談援助を行っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

普段の業務の中から、理念を意識できる取り組
みを行っている。毎月スタッフの目標設定の中
に、理念に関する目標設定を取り入れている。
毎月、その月で理念を踏まえ輝いていたスタッ
フを表彰する制度を設けている。他、毎年1回
法人全体で理念に対する取り組みを伝え、表彰
する取り組みを行っている。

施設での日々の取り組みや活動状況を報告して
いる。又会議参加者からの貴重なご意見も参考
とし、サービス向上へと繋げている。

町役場へ立ち寄った際には、施設での状況報告
を行うようにしている。困った事・相談したい
事等が有る際には協力を求め、積極的に関わり
を持つようにしている。市町村からの電話相談
なども行えている。認知症カフェ開催の時に
は、役場職員より相談を受けることがある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

見守りが出来ない状況であったり、脱園・行方
不明などの可能性がある場合は、やもえず玄関
の施錠はさせていただくが基本的には施錠は行
なってはいない。リビングの出入り口は必要時
以外は開放するように努めている。　職員への
身体拘束をしないケアについての知識・理解・
教育を行っている。
事業所内での虐待が見過ごされないように伝達
や注意をこまめに行ない防止へと努めている。
定期的な勉強会の実施。

利用者へは日々ご要望に沿えるよう支援・サー
ビスを行うよう努めており、ご家族様へは、来
園時や、スマートフォンのラインアプリを活用
し、密にコミュニケーションを取り、ご家族様
の想いを把握できるよう努めている。

事業所内での勉強会や資料の共有などは行えて
いる。

利用者家族等の不安・疑問点へは十分な説明・
理解・納得できる様努めており、了承を得てか
ら安心してサービスの利用ができる様にしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

こまめに職員と関わる時間を設け、コミュ二
ケーションを計り、意見や提案をサービスへ反
映させるようにしている。

法人内で、オリエンテーションや研修をオンラ
インを活用し実践している。法人の広報を活用
し、各事業所の取り組みやサービス、スタッフ
の想いなど共有できるようにし、サービスの質
の向上に努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人の困っている事・不安なこと・要望等に
対し、安心して利用していただける様に耳を傾
け関係づくりに努めている。本人の不安を少し
でもなくしていくために、人員体制を厚くする
などして、関りが多く持てるようにしている。

職員の働きやすい環境を整え、職員個々とコ
ミュ二ケーションをとり、困っている事や悩み
を抱えていないか把握に努めている。毎月、ス
タッフのやりがい目標に対して、面談する機会
を設けている。職員同士が、把握出来るよう、
職員のやりたい事や、燃える事など想いを事務
所に掲示して、いつでも皆で共有できるように
している。

法人内でキャリアアップ制度を導入し、個々に
スキルアップできる環境を整備いている。　7
つの習慣を、法人内で定期的に学ぶ機会を設け
ている。定期的に、外部やオンライン研修の案
内を行っている。協力医療機関からのお誘い
で、定期的に勉強会に参加している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

一方の関係ではなく、暮らしを共にする者同士
の関係を築き、共に支え合う暮らしを築いてい
る。

本人とご家族様の絆を大切にし、ご家族様とご
一緒になってお客様本人を支える関係を築いて
いる。LINEアプリを活用することにより、テレ
ビ電話や、普段の様子を動画で送る事で普段の
様子が分かり易くなっている。また、連絡が気
軽に出来やすい環境となっている。

ご家族様にも安心して利用していただけるよう
にいつでも相談できるような関係作りに努めて
いる。またお客様とご家族様との関係回復がで
きるようにも注意をはらっている。

状況把握を必ず行い、自事業所だけではなく、
他サービス利用も含めた対応に努めている。ご
利用前に、他のサービスについて、他のサービ
スの案内やご家族様の要望をお聞きするように
している。

馴染みの関係が途切れる事無く開かれた環境作
りをしている。定期的に、電話や、テレビ電
話、LINEアプリを活用して写真や動画を送るこ
とによって、継続して関りが持てるようにして
いる。手紙や電話などでも繋がりが保てるよう
にしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

サービス終了後も断続して相談や支援等、関係
性を築いている。お手紙のやりとりや困った時
の電話相談なども出来ている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

本人の希望や意向を全職員で把握し、可能な限
り実現できる様努めている。又ご家族様にもご
相談し本人の希望に添えるよう支援している。

個々の利用者の性格や状態を把握していき、利
用者の方が他の利用者の方と良好な関係が保て
るよう、職員同士情報の共有を行いながら実行
敷いている。

生活歴や馴染みの暮らし方・生活環境を含め、
本人の背景を理解し、今までの生活環境に近
い、安心した暮らしができる様に、入居前に情
報収集を行い、普段のケアに活かしている。

日頃から細やかな情報も職員間で共有するよう
に努め、月に1度の個別カンファレンスを行い
状況把握に努めている。普段の小さな気づきな
ど、経過記録に記入し、全体で共有できるよう
にしている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
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外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご本人・ご家族様のご希望も含め必要関係者と
も連携し意見やアイディアを反映し現状に即し
た介護計画の作成に努めている。　　　　1人1
人の「生きがい」に関して、ご本人、ご家族様
の協力を得ながら把握していき、プランに盛り
込んでいる。

日々の様子、ケアの実践・結果、気付き等の工
夫を記録システムや個別サービス週間記録に記
入して情報の共有化を計り、介護計画の見直し
に活かしている。

事業所のかかりつけ医を本人様・ご家族様も信
頼しており、必要時には適切な報告・相談を行
い、連携をはかっている。かかりつけ医が本
人、ご家族に対して直接、相談や状況説明等を
受けやすい環境を整えている。

ニーズ・状況に多機能に応じ、柔軟な支援や
サービスに努める為、小まめに、本人、ご家族
様と連絡を取り、相談しサービスがマンネリ化
せず、いきがいを感じて頂けるよう努めてい
る。

自然の豊かな地域にある為、自然豊かな公園
に、散歩などに出かけ、季節かや自然が楽しめ
る機会を設けている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

お客様の身体状況について、訪問看護師に相談
し、必要な処置・対応がスムーズに行えるよう
にし、より安心して生活ができる様に支援して
いる。

急変時や事故発生時に備えてフローチャートを
作成してある。各、利用者に対して、緊急時用
の情報カードを作成し、緊急事態に備えてい
る。

利用者が災害時に避難できる方法を全職員で共
有している。定期的な避難、消防訓練を実施し
ている。　地域との協力体制は築いている。

入院した際には、相互に情報交換や相談に努
め、ご家族様も含めた連携をする体制、関係作
りをしている。入院期間は一応１ヶ月と定めて
はいるが要相談で対応。ご家族様の不安がない
よう次施設の紹介なども行えている。可能な限
り、今後の方向性や支援について、施設、家
族、病院とで話し合える場を設けている。

ご家族様・主治医等を含めたチームで支援でき
る様に、事前に話し合いの場を設け、ケアを
行っている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

業務が優先して動くことのないようにし、お客
様第一優先で、関りを持っていけるよう、意識
をしている。食事時間や就寝時間なども、利用
者個々のペースに合わせ過ごしていただいてい
る。

毎日自分の気に入った洋服を見につけていただ
いている。又月に一度法人内の訪問美容師に髪
を散髪して整えてもらったり、ご希望があれば
ネイルやお化粧もして頂ける環境を整えてい
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人一人の人格を尊重し、尊厳をもって生活で
きる様、言葉かけやプライバシーに配慮した支
援を行なっている。年２回のの防災訓練も行え
ている。

本人のやりたいこと、できることを、情報シー
トに落とし込み、毎月更新し、意識して取り組
んでいる。また、経過記録を活用し情報を共有
しながら、タイムリーに想いや希望が叶えられ
るように努めている。

盛り付けやお皿洗いや片付けを職員と共に行っ
ている。個別に食べたい物は、購入して頂き、
可能な限り自由に好きな物を召し上がって頂い
ている。イベントの際は、手伝って頂き季節感
感じて頂いている。畑で採れた野菜など漬け物
や希望をお聞きし共に調理師やりがいを感じて
頂いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

毎食後に一人一人の口腔状態に応じ、声掛け、
介助により口腔ケアの実施に努めている。又法
人内の訪問歯科により、月２回の口腔ケアにも
努めている。

トイレでの気持ちよい排泄ができる様に一人一
人に合わせた、声掛け・トイレ誘導を行い、自
立に向けた支援を行なっている。

お客様に合った食事形態、盛り付け、味付けに
して栄養バランスに配慮した食事を一人一人の
状態や習慣に応じた支援をしている。

一人一人の状態に合わせ、便秘の際には水分を
とって頂いたり、飲み物にオリゴ同を入れるな
どして自然排便を促がすようにしている。又こ
まめな運動・マッサージを行うように努めてい
る。

入浴のできる日には、個々の希望やタイミング
に合わせ無理のない声掛けをして入浴を促が
し、個々に応じた入浴の支援に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

一人一人の生活習慣やその時々の状況に応じて
安眠・安心が出来るようにさりげなく支援して
いる。日中やりがいや楽しみを持って活動でき
る取り組みを考えていき、夜安心して休める環
境を整えていきます。自由な生活を重視して必
要な方のみ起床・就寝介助などをさせていただ
いています。
個々で服薬している薬の目的や副作用や用法・
用量は薬局から頂いている内容表を管理して常
に細心の薬内容がわかるようにしている。薬剤
師に相談や指導を受ける環境が整っている。

現状、職員がお金の管理をさせていただいてお
り、実際にお客様が支払い・所持をする機会は
少ない。

理念でもある、お客様の「生きがい支援」を
日々考え、楽しく、生きがいが感じられる生活
がサポート出来るよう日々取り組んでいる。

ご本人のご希望に添い、戸外に出かけられるよ
う支援している。　又ご家族様にも相談して協
力しながら外出できる様支援している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

手紙や電話での連絡があった場合などはご本人
が返事の手紙を書いたり、電話で話したりでき
る様に支援している。　　　　　　　　　ス
マートフォンのラインアプリを活用し、テレビ
電話や画像、動画のやり取りをご家族様等と行
い、交流が持てるようにしている。

居室には馴染みの家具や用品を持ち込んでいた
だき、ご本人が居心地良く、安心して過ごせる
ようにしている。

安全に配慮してひとり一人が自立した生活を送
れる様に工夫を行なっている。利用者ごとに、
やりたいこと、できる事を把握し、役割として
行って頂いている。

余計なものは置かないようにして不快や混乱を
招かないように配慮し、居心地よく過ごせるよ
うに毎日掃除を行ない、清潔な環境づくりをし
ている。又玄関・共同スペースには季節を感じ
る飾りつけを行なっている。

気の合うお客様同士で思い思いに過ごせるよう
に職員が常にお客様の関係に目を配り、時には
そのような状況を演出している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 35
災害に対する知識が不
足している

災害の知識を深め、災
害発生時に柔軟に対応
が出来るようにしてい
く

1年間

2 38
もう一度、お客様1人1
人の生きがいについて
考える必要がある

お客様の生きがいにつ
いてもう一度も直し、
行動に移す

1年間

3 7
虐待防止についてより
理解を深める必要があ
る

高齢者虐待について理
解を深める

1年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

社会福祉法人　一燈会
グループホーム　はなの里

令和6年3月29日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

避難確保計画や、災害
時のBCPの見直しを行
い、実際災害が発生し
た時に活用しやすいも
のにする。

お客様、ご家族様に、
生きがいについてヒヤ
リング。職員目線の考
えになっていないか、
話し合いの場を定期的
に設ける。

定期的な、勉強会や意見交
換会の実施
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